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�� 超弦理論の構成的定義

超弦理論 � 自然界の全ての相互作用を記述する「究極の理論」の有力候補。
��	�年代� 超弦理論の摂動論による理解の発展。
しかし、�次元へのコンパクト化のし方が無限に存在。

超弦理論は摂動論では現実世界に対する予言能力を持たない。

����年代後半� 超弦理論の非摂動的理解の発展。

行列模型による、超弦理論の非摂動論的定式化の提唱。
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理論を�次元へ落とす。
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ボゾン行列��の固有値を時空の座標と解釈 � ��次元時空の� � �超対称性。

�� これまでの研究業績

行列模型と重力相互作用の関係、及び標準模型における �次元時空とゲージ群の
 !��"�#��な生成について研究を遂行。
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�行列模型の一般化。
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� 局所ローレンツ対称性を持った行列模型� ボゾン作用と%��
&���重力の対応。
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� 行列模型におけるファジー球面の安定性についての考察。
� 時空のコンパクト化やゲージ群生成に関する知見。
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�� 今後の課題

� 行列模型と重力相互作用の関係についての理解を深める。

� 行列模型と超重力理論の対応' 曲がった時空をどう表現するか？
� �次元時空や、ゲージ群の !��"�#��な生成の理解を深める。

�


